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見
を
う
せ
ば
霧
島
山
の
山
す
そ
の

野
べ
の
ひ
ろ
き
に
な
び
く
朝
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

町
青
年
団
悲
願
の
初
優
勝

　
1
月
2
8
日
（
日
）
、
第
4
3
回
東
臼
杵
郡

青
年
駅
伝
大
会
が
牧
水
公
園
を
ス

タ
ー
ト
、
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ブ
セ
ン

タ
ー
前
ゴ
ー
ル
の
9
区
間
2
5
・
3
キ
ロ

の
コ
ー
ス
に
、
1
0
チ
ー
ム
（
内
オ
ー
ブ

ン
3
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

本
町
青
年
団
チ
ー
ム
が
1
時
間
3
5
分

28

b
の
タ
イ
ム
で
悲
願
の
初
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
5
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

’

ζ

人口　　5，200人（3）

　男　　2，463人（5）

　女2，737人（△2）

世帯数　L刀9戸（6）

　平成13年2月1日現在

　　　（）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています
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▲初の女性受賞者となった小島ゆかり氏

第5回看山牧水買後買式

▲講演する小高賢氏
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▲授賞式で短歌を朗詠する坪小児童
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第
5
回
若
山
牧
水
賞
の
授
賞
式
が

2
月
1
2
日
（
月
）
宮
崎
市
で
行
わ
れ
、

歌
集
「
本
所
両
国
」
で
受
賞
し
た
小
高

賢
氏
と
、
歌
集
「
希
望
」
で
受
賞
し
た

小
島
ゆ
か
り
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
授
賞
式
で
は
、
坪
谷
小
学
校

の
児
童
が
牧
水
の
歌
の
朗
詠
を
行
い

授
賞
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
2
月
1
3
日
（
火
）
に
は
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
両
氏
に
よ
る
受
賞
記

羊

バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

　
謬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢

読
　
　
鵬

に
ー
ト
ム
「
二

念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
は
午
前
中
に
本
町
を
訪
れ
、

牧
水
生
家
や
記
念
館
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
小
高
賢
氏
が
「
壮
年
期

以
後
の
牧
水
」
と
い
う
演
題
で
、
小
島

ゆ
か
り
氏
が
「
牧
水
の
眼
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
行
い
、
小
島
氏
は
「
牧
水

は
、
大
き
な
自
然
や
人
間
、
身
近
な
動

植
物
に
向
か
う
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
豊

か
な
表
情
や
、
怯
え
に
も
似
た
悲
し

い
表
情
、
自
然
体
の
温
か
い
表
情
を

見
せ
る
歌
人
で
あ
っ
た
。
」
と
話
を
し

ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
、
東
郷
中
・
坪
谷
中

の
生
徒
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
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謬

金婚式
淘婦ら

　すた年

　　夫え

でれ今鉢禦金浜餐え曲論激鼎町
内
の
2
5
組
の
ご
夫
婦

4
迎
え
ま
し
た
。

小
林
町
長
が
式
辞
を
述

り
迫
の
橋
口
克
己
さ
ん
・

～
夫
婦
に
金
婚
証
書
と
記

工
さ
れ
ま
し
た
。

婚
夫
婦
を
代
表
し
て
、
県

り
さ
ん
が
「
結
婚
当
時
は

u
ま
ま
な
ら
な
い
時
代
で

恥
か
ら
は
楽
し
ん
で
過
ご
し

た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
当
時
を

懐
か
し
み
な
が
ら
、
楽

し
い
1
日
を
過
ご
し
ま

　
〆
　
，
．
O

　
第
1
0
回
東
郷
町
合
同
金
婚
式
が
2

月
1
6
日
（
金
）
や
す
ら
ぎ
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
町
内
の
2
5
組
の
ご
夫
婦

が
金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
小
林
町
長
が
式
辞
を
述

べ
た
後
、
日
蝕
の
橋
口
克
己
さ
ん
・

シ
ゲ
子
さ
ん
夫
婦
に
金
婚
証
書
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
、
県

議
の
植
野
守
さ
ん
が
「
結
婚
当
時
は

夢
も
希
望
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
代
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
楽
し
ん
で
過
ご
し
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★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉
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　平成12年度の生涯学習推進大会（主催：町生涯学習推進会議、町自治公民館連絡協議会、町青少年健全育

成町民会議）が、2月4日（日）に町総合文化センターで開催されました。

　大会では、まず小林町長が「社会の高齢化、情報化、国際化の進展に伴い生涯学習のニーズが高まってい

る。生涯を通じて学び続けることが大切です。」とあいさつしました。

　開会行事に続いて、生涯学習発表や自治公民館の発表、子供の声発表が行われました。

　生涯学習発表では、坪谷大正琴教室が「同期の桜」など3曲を演奏し、続いて寺迫レクダンス教室の発表

が行われました。また、水墨画教室を代表して寺迫の海野秋俊さんが、「生涯学習を通して人と交わること

▲講演中の伊藤竹三さん

ができて良かった。生涯学習を通して元気に生きよう。」などとユーモアを交えて

意見発表を行いました。

　自治公民館発表では、鶴野内の伊東征男公民館長が、秋の祭礼での演芸大会や

区民大会、山内ふれあい農園などの活動をとおしての地域づくりについて意見を

述べました。

　子供の声発表では、平野由佳さん（早瀬

小6年生）が「将来の夢」、稲田あやかさ

ん（坪谷小6年生）が「おじいちゃん・お

ばあちゃんの笑顔あふれる町づくり」、黒木奈緒美さん（凹凹小6

年生）が「思いやり」、白川まりなさん（東郷中1年生）が「国際

平和サミットINぎのわんに参加して」のそれぞれのテーマで意見

発表を行いました。

　最後に、タレントの伊東四朗氏の実兄である、教育評論家の伊藤

竹三氏が「子どもたちに“あすなろ”の木を贈ろう」という演題で

講演を行いました。

親や教師が子どもの長所を言えない。」や「子供は、元気の出るよ

うな期待をしてもらうと元気が出る。」などと話されました。

また「60点とったら怒られた。100点とったらお兄ちゃんが怒られ

た。」や「お母さんが本を読んで泣いた。いつも明るくお父さんに

怒られても泣かないおかあさんが泣いた。」など子どもの詩を紹介

しながら、親と子の関係の難しさや効果ある一言、子どもに大きな

希望を持たせることの大切さなどについて話されました。

▲坪谷大正琴の発表

十四備演の中で「今の子どもは自分に自信がない．また、1ド灘●

レ
白
川
ま
り
な
さ
ん

レ
黒
木
奈
緒
美
さ
ん

る
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き

　　▲寺迫レクダンス教室の発表

レ
稲
田
あ
や
か
さ
ん

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑳3900まで〉



　　　　　　り輔ど弓ご’り④

　
　
　
　
　
　
ロ
県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
開
会
式
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

各
部
門
の
上
位
入
賞
者

☆
宣
言
タ
イ
ム
走

・
個
人
の
部

1
位
　
西
川
真
季
子
（
1
秒
差
）
諸
塚

村
・
高
巣
律
子
（
1
秒
差
）
日
向
市
、

3
位
　
原
田
幸
輔
（
2
秒
差
）
鶴
野

内
・
直
野
源
（
2
秒
差
）
福
瀬

・
親
子
の
部

1
位
　
吉
田
幸
史
・
拓
史
（
1
秒
差
）

延
岡
市
、
2
位
　
川
越
か
な
め
・
水

生
（
1
8
秒
差
）
福
瀬
、
3
位
　
黒
木
和

之
・
尚
平
（
1
9
秒
差
）
日
向
市

☆
小
学
3
年
生
男
子
　
2
㎞

▲選手宣誓をする坪谷の菊池伸裕さん親子

1
位
　
橋
口
魁
人
7
分
4
9
秒
寺
山
、

2
位
　
椎
葉
雄
大
8
分
2
5
秒
日
向
市
、

3
位
　
黒
木
惟
8
分
3
7
秒
日
向
市

☆
小
学
3
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
瀬
之
口
舞
8
分
3
0
秒
門
川

町
、
2
位
　
尾
川
裕
美
9
分
2
9
秒
諸

塚
村
、
3
位
　
山
崎
さ
や
か
9
分
2
9

秒
諸
塚
村

☆
小
学
4
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
興
椙
一
馬
7
分
5
2
秒
日
向

市
、
2
位
　
木
村
亮
介
7
分
5
3
秒
日

向
市
、
3
位
　
黒
木
泰
国
7
分
5
7
秒

寺
迫

☆
小
学
4
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
　
那
須
萌
美
8
分
3
1
秒
日
向

市
、
2
位
　
市
来
世
志
江
8
分
5
7
秒

延
岡
市
、
3
位
　
沖
江
差
理
9
分
1
5

秒
日
向
市

☆
小
学
5
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
　
橋
口
大
地
7
分
4
7
秒
日
向
市
、

2
位
　
黒
木
周
平
8
分
3
秒
寺
迫
、

3
位
　
茂
谷
翼
8
分
7
秒
日
向
市

☆
小
学
5
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
　
瀬
之
口
か
な
7
分
5
3
秒
門
川

町
、
2
位
　
木
村
か
さ
ね
8
分
4
9
秒

．
礁

　ヨ　凹　糖肖

日
向
市
、
3
位
　
日
高
垂
々
子
8
分

50

b
坪
谷

☆
小
学
6
年
生
男
子
　
2
㎞

1
位
安
田
」
平
7
分
4
8
秒
新
富

町
、
2
位
　
植
野
瞬
7
分
4
9
秒
立
面
、

3
位
　
小
野
祐
一
郎
7
分
5
9
秒
延
岡

市☆
小
学
6
年
生
女
子
　
2
㎞

1
位
児
玉
直
子
7
分
5
5
秒
日
向

市
、
2
位
　
柏
田
侑
香
8
分
2
秒
日

向
市
、
3
位
　
梅
田
え
り
子
8
分
4

秒
日
向
市

☆
中
学
生
女
子
　
3
㎞

1
位
　
菊
谷
麻
衣
1
4
分
3
9
秒
越

表
、
2
位
稲
田
麻
美
1
5
分
0
秒
坪

谷
、
3
位
　
海
野
真
弥
1
5
分
3
秒
坪

谷☆
中
学
生
男
子
　
5
㎞

1
位
　
日
高
淳
1
6
分
5
8
秒
延
岡
市
、

2
位
　
杉
田
恵
一
1
7
分
1
0
秒
延
岡

市
、
3
位
　
寺
原
歩
1
8
分
4
1
秒
田
野

☆
一
般
女
子
3
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
桑
原
千
恵
美
1
6
分
4
5
秒
日
向

市・
5
9
歳
以
下

－
位
黒
木
絹
子
1
3
分
3
9
秒
鶴
野

内
、
2
位
　
太
鼓
房
江
1
5
分
1
0
誓
え

び
の
市
、
3
位
　
塩
月
英
子
1
6
分
1
5

秒
福
瀬

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
川
崎
サ
ダ
子
1
6
分
2
秒
延
岡

市2
位
　
黒
木
チ
エ
子
1
8
分
2
5
秒
日
向

市☆
一
般
男
子
　
5
㎞

・
2
9
歳
以
下

1
位
　
三
浦
康
伸
1
9
分
5
3
秒
坪
谷
、

2
位
　
那
須
良
主
2
1
分
4
7
秒
羽
坂

・
3
9
歳
以
下

1
位
岩
崎
俊
彦
1
8
分
0
秒
延
岡

市
、
2
位
　
松
岡
広
志
1
8
分
5
4
秒
西

都
市
、
3
位
　
盛
本
利
信
2
2
分
5
7

秒
門
川
町

・
4
9
歳
以
下

1
位
橋
口
旬
弘
1
7
分
1
4
秒
門
川

町
、
2
位
　
佐
藤
政
広
1
8
分
9
秒
日

向
市
、
3
位
　
川
崎
純
一
1
9
分
4
1
秒

延
岡
市

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
高
橋
伸
1
8
分
1
4
秒
門
川
町
、

2
位
斉
藤
和
洋
1
8
分
2
3
秒
小
林

市
、
3
位
　
高
牟
礼
義
行
1
9
分
3
3
秒

延
岡
市

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
宮
本
東
2
0
分
0
秒
日
向
市
、

2
位
眞
方
英
孝
2
0
分
3
5
秒
清
武
町
、

3
位
　
川
添
時
義
2
0
分
4
2
秒
清
武
町

☆
一
般
女
子
5
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
江
藤
清
美
2
3
分
1
8
秒
日
向
市

・
4
0
歳
以
上

1
位
　
越
智
晴
美
2
3
分
1
1
秒
日
向
市

☆
一
般
男
子
　
1
0
㎞

1
位
黒
木
岳
海
3
4
分
2
0
秒
延
岡

市
、
2
位
　
飛
高
温
冶
3
6
分
5
4
秒
都

城
市
　
3
位
大
木
紳
二
3
8
分
3
7
秒
宮

崎
市

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　ら⑤嚇どうごり

家電リサイクル法がスタートします
　　　　　平成13年4月↑日施行

～羽坂不燃物処理場には、エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機は持ち込めなくなります～

　平成13年4月1日から家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）が本格実施されま

す。これは、一般家庭や事業所から排出された特定の家電製品（エアコン、テレビ、冷蔵庫、

洗濯機）の有用な部品や材料をリサイクルして、廃棄物を原料、資源の有効利用を促進するた

めの法律です。収集された廃棄家電製品は、製造メーカーの工場でリサイクルされます。

運搬料金収集

再商品化料金（リサイクル料金）

消費者が負担

　消費者の負担する料金は、「収集・運搬料金」＋「メーカーのリサイクル料金」です。収集・

運搬料金は、まだ設定されていませんが、メーカーのリサイクル料金は以下のとおりです。

載繍：湘鑛 睡 　　　　慧　エアコン

≧　
�@3，500円

　収集運搬料金及びリサイクル料金の支払方法等まだ決定していませんのでお知らせできま

せんが、決定次第詳しくお知らせします。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　詳しいお問い合わせ先：住民課環境水道係（電話69－3902）

一痴門門囁障埆三等兎葺一
　
本
町
チ
ー
ム
は
、
2

区
の
古
川
道
広
選
手

が
区
間
賞
の
走
り
で

ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、
5

人
が
区
間
賞
を
獲
得

す
る
と
い
う
安
定
し

た
走
り
で
た
す
き
を

つ
な
ぎ
、
2
位
椎
葉
村

に
3
分
1
1
秒
の
差
を

つ
け
ト
ッ
プ
で
西
郷

村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ

ン
タ
ー
前
の
ゴ
ー
ル

に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
、
第

2
位
椎
葉
村
、
第
3
位

西
郷
村
、
第
4
位
北
方

町
、
第
5
位
北
川
町
、

第
6
位
諸
塚
村
、
第
7

位
南
郷
村
の
順
位
で

し
た
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

チ
ー
ム
で
参
加
し
た

●個人成績
東
郷
陸
協
チ
ー
ム
も
5
位
に
入
る

健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

順位（距離） 選手名（地区） タイ　ム 区間順位

1区（1．3） 黒木紀美代（寺迫） 6分50秒 6位

2区（2．7） 古川道広鶴野内） 8分47秒 1位

3区（3．3） 海野道明（越表） 11分33秒 1位

4区（1．8） 直野将司（福瀬） 7分7秒 3位

5区（3．6） 三浦康伸（坪谷） 13分17秒 1位

6区（4．2） 井伊史彦（坪谷） 15分38秒 2位

7区（3．6） 海野達也（坪谷） 12分14秒 1位

8区（2マ） 那須良丞（羽坂） 11分28秒 4位

9区（2．1） 中田　宏（鶴野内） 8分34秒 1位

4

｝一ミ『　　喫隈『
4トップでこゴ、

　　　　　　ルす鋤睡…蠣

レ

藷
歯
要

筆
丁≧

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　鰯匿うご’り⑥

ノ
「
へ

今
月
は
田
野
の
小
川
晴
生
さ
ん
に
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
今
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

を
中
心
に
水
稲
と
の
複

合
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

平
成
九
年
に
会
社
を

辞
め
て
就
農
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
は
昭
和

五
十
年
に
両
親
が
始
め

ま
し
た
。
鶏
舎
三
棟
、
水

田
四
〇
ア
ー
ル
の
規
模
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
技
術
に
つ
い
て

は
、
就
農
当
初
は
両
親
に

聞
い
た
り
、
会
社
の
研
修

会
等
を
通
じ
て
勉
強
し

習
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

鶏
舎
内
の
設
備
に
つ
い
て

も
換
気
扇
・
壁
の
吹
出
し
口
・
温
度
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
成
績
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
家
族
で
協
力
し
、
安
定
し
た

経
営
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
回
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
小
川
晴
生
さ
ん
宅
を
訪

問
し
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
晴
生
さ

ん
は
平
成
九
年
五
月
に
会
社
勤
め
を
や

め
、
親
が
昭
和
五
十
年
よ
り
取
り
組
ん

だ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
現

在
鶏
舎
三
棟
で
、
年
間
】
五
〇
千
羽
を

出
荷
し
て
い
る
養
鶏
農
家
で
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は
、
親
の
加
勢
程

度
の
経
験
は
あ
っ
た
が
ほ
と
ん
ど
初
め

て
で
、
親
を
師
と
し
て
技
術
を

積
み
重
ね
て
き
た
と
話
さ
れ
る

言
葉
は
、
親
を
信
頼
し
、
後
継

者
と
し
て
の
決
意
の
言
葉
に
聞

こ
え
ま
し
た
。
会
社
が
行
う
研

修
会
、
先
輩
等
の
指
導
、
助
言

や
グ
ル
し
プ
（
東
郷
・
門
川
・
延

岡
）
仲
間
と
の
交
換
会
等
で
飼

育
技
術
を
学
び
、
今
は
ト
リ
を

見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
状
態
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
そ
の

言
葉
に
ト
リ
の
成
績
に
も
現
れ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
今
晴
生
さ
ん
が
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
リ
の
事
故
を
防

ぐ
こ
と
で
温
度
管
理
、
特
に
換
気
が
重

要
で
鶏
舎
内
の
ど
の
場
所
に
も
同
一
温

度
を
保
つ
た
め
一
番
気
を
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
、
こ
れ
が
で
き
れ
ば
ト
リ
の
病

気
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
一
鶏

舎
で
今
以
上
の
羽
数
を
飼
う
こ
と
も
で

き
る
と
話
さ
れ
、
そ
の
言
葉
に
経
営
者

と
し
て
の
自
覚
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
奥
さ
ん
の
登
美
子
さ
ん
も
平
成

十
一
年
に
会
社
勤
め
を
辞
め
、
今
は
二

人
で
ト
リ
の
飼
育
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
鶏
舎
が
自
宅
の
隣
で
常
に
観
察

で
き
、
そ
の
結
果
を
二
人
置
会
議
を
開

い
て
論
議
す
る
と
言
わ
れ
夫
婦
二
人
で

会
議
と
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
が
、
こ

の
話
し
合
い
が
飼
育
技
術
を
高
め
る
最

高
の
技
で
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
夫
婦
だ
と

感
心
し
ま
し
た
。
登
美
子
さ
ん
は
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
飼
育
の
経
験
は
短
か
い
が
、
晴

生
さ
ん
と
違
っ
た
感
覚
で
ト
リ
を
観
察

し
て
晴
生
さ
ん
に
ぶ
つ
け
、
そ
れ
を
受
け

と
め
、
そ
こ
に
新
し
い
飼
育
技
術
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
、
二
人
用

議
論
し
常
に
新
し
い
感
覚
で
取
り
組
む

こ
と
が
、
健
全
な
経
営
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　
晴
生
さ
ん
と
登
美
子
さ
ん
の
二
人
の

夢
は
。
自
分
の
納
得
す
る
成
績
”
を
上

げ
る
こ
と
。
こ
の
夢
は
上
限
が
な
い
が
、

二
人
の
情
熱
が
あ
る
限
り
一
段
】
段
と

昇
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　eψσ　　　　　　　φeψ　　　　　oφ9　　　　φoφ　　　eψe　　ψφ　φρ“ひ一◎　　　　　φ9φ　　　　9ψ9　　　9eψ　e9’“eψe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φσφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σψe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎■ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψσψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ9，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　’一σ　　　　　　　　　　　　　　　φ’φ　　　　　　　　　　　　　　◎サρ　　　　　　　　　　　　　“eφ　　　　　　　　　　　　◎，e　　　　　　　　　　ψρ9　　　　　　　　　■ψ　e　　　　　　　　ψ○ψ　　　　　　　eφ♂　　　　　　φ’一　　　　σψ9　　　φ●ψ　　eφe　φe““e

畜
産
だ
よ
り

　
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
8
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。◎

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部

　
　
福
瀬
　
高
尾
昭
一

　
　
　
　
ま
つ
こ
号
　
優
等
賞
壱
席

　
　
羽
坂
　
寺
田
輝
夫

　
　
　
　
　
は
る
な
号
　
壱
等
賞

　
　
福
瀬
　
松
葉
洋
子

　
　
　
　
　
は
る
み
号
　
参
等
賞

　
　
鶴
野
内
　
原
田
憲
二

　
　
　
　
ふ
く
ひ
ら
号
　
参
等
賞

　
　
坪
谷
　
田
中
次
郎
喜

　
　
　
　
ひ
ろ
お
く
8
号
　
参
等
賞

　
去
勢
の
部

　
　
仲
深
　
椎
葉
政
美

　
　
　
　
　
　
装
画
号
　
弐
等
賞

　
　
団
体
成
績
　
9
位

◎
児
湯
郡
市
品
評
会

　
雌
の
部

　
　
庭
田
　
黒
木
藤
雄

　
あ
き
ざ
く
ら
ひ
め
1
号

　
　
庭
田
　
赤
松
春
義

　
　
　
　
か
ず
こ
ひ
め
号

壱
等
賞

弐
等
賞

1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら
の

出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
）

◎
東
臼
杵
セ
り
市
（
1
月
期
）
4
6
頭

　
雌
平
均
3
9
4
、
2
0
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
2
8
、
9
8
8
円

　
合
計
平
均
　
4
1
3
、
1
0
7
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
羽
坂
　
寺
田
輝
夫
　
は
る
な
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
奥
高

　
3
4
3
日
掛
　
3
8
7
㎏

　
　
　
　
　
6
4
1
、
5
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
仲
深
　
黒
田
成
光
　
安
光
号

　
血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
糸
晴

　
2
6
8
日
令
　
3
2
2
㎏

　
　
　
　
　
5
5
7
、
5
5
0
円

◎
児
湯
郡
セ
リ
市
（
1
月
期
）
1
2
頭

　
雌
平
均
4
3
6
、
9
3
1
円

　
去
勢
平
均
　
4
6
4
、
6
2
5
円

　
合
計
平
均
　
4
4
6
、
1
6
2
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
庭
田
　
黒
木
藤
雄
　
あ
き
ざ
く
ら

　
　
　
　
ひ
め
1
号

　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
隆
桜

　
2
9
2
日
令
　
3
0
1
㎏

　
　
　
　
　
8
2
1
、
1
0
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
寺
迫
　
海
野
直
　
福
泉
号

　
血
統
　
福
桜
・
上
福
・
二
一

　
2
5
7
日
令
2
5
2
㎏

　
　
　
　
　
5
0
0
、
8
5
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

謝まちのアルバム
　　　　　　の⑦鰯㍗うご’り

東
郷
中
立
志
式

2
月
5
日
（
月
）
、
東
郷
中
学
校
で
立
志
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
東
郷
中
学
校
の
立
志
式
は
、
今
年
で
2
1
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
本
年
立
志
式
を
迎
え
た
、
2
年
生

52

ｼ
（
男
子
2
4
名
、
女
子
2
8
名
）
が
一
人
ず
つ

壇
上
に
登
り
、
「
健
康
、
自
覚
、
夢
」
に
つ
い
て

立
志
の
証
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
高
校
長
が
「
大
人
の
自
覚
を
持
っ

て
、
義
心
を
す
て
向
上
心
を
持
と
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

お
祭
り
ど
ん
ぶ
り
を
開
催

　
2
月
1
5
日
（
木
）
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

劇
団
「
風
の
子
」
に
よ
る
演
劇
『
お
祭
り
ど
ん

ぶ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
の
文
化
振
興
事
業
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
第
1
幕
で
は
、
こ
ま
回
し
や
竹
と
ん
ぼ
、
お

手
玉
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
く

実
演
し
ま
し
た
。

　
第
2
幕
で
は
、
演
劇
が
上
演
さ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
町
内
の
小
学
校
の
全
児
童
は
、
笑
い

と
感
動
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

柳
餅
つ
き
大
会

臼杵南部地域認定農業者研修会

　
2
月
7
日
（
水
）
、
山
陰
保
育
園
で
柳
餅
つ
き

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
餅
つ
き
大
会
は
、
旧
正
月
に
山
野
を
つ

く
と
い
う
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、

も
う
す
ぐ
春
に
な
る
と
い
う
喜
び
や
、
健
康
な

ど
自
分
の
思
い
を
込
め
る
と
い
う
趣
旨
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
児
達
は
、
先
生
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、

か
わ
る
が
わ
る
杵
で
餅
を
つ
い
た
り
、
出
来
あ

が
つ
た
餅
を
丸
め
た
り
し
ま
し
た
。

　
園
児
達
が
飾
り
つ
け
た
柳
餅
は
、
役
場
や
病

院
、
駐
在
所
な
ど
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

認
定
農
業
者
研
修
会

ゆ

　
2
月
1
6
日
（
金
）
、
東
臼
杵
南
部
地
域
認
定
農

業
者
研
修
会
が
、
宮
崎
県
東
臼
杵
南
部
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
鶴
野
内
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

研
修
会
で
は
、
㈱
船
方
総
合
農
場
社
長
の
坂

本
多
旦
氏
を
講
師
に
迎
え
「
活
力
あ
る
農
業
経

営
者
と
な
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
管
内
の
認
定
農
業
者
約
9
0
名
は
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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悪
難

保

やすらぎ館

3
月
1
2
日
は
献
血
に

行
き
ま
し
よ
う
！

●
会
場
と
時
間

役
場
”
1
0
時
～
1
2
時

　
　
　
1
3
時
～
1
4
時

東
郷
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
　

　
　
　
　
1
4
時
3
0
分
～
1
6
時

全　　血 成　　分
200m乏 400m2

成 分　献　血

年 齢 16歳～64歳 18歳～64歳 18歳～64歳

体 重 男45kg以上・女40kg以上 男女とも50kg以上 男45kg以上・女40㎏以上

最 高 血1圧 90mmHg以上 90mmHg以上 90皿mHg以上

血 液 比 重 1．052以上 1．053以上 1．052以上

血 色 素 量 129／麗以上 12．59／dゼ以上 129／d乏以上

献 血 間 隔 4週間以後 8週間以後 2週間後

献血者人口比

5．7

4．44．5

3．83．7

4，5

2．7

4．0

2．9

●
平
均

椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

門
川
町

日
向
市

東
郷
町

　
現
在
、
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
は
、

国
内
の
献
血
で
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
血
漿
を
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ

る
血
漿
分
画
製
剤
は
、
「
部
製
剤
を

除
き
半
分
以
上
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

ま
す
。
医
療
に
必
要
な
血
液
の
確
保

は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
献
血

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　　@　@　@　@　@　

東郷町の献血状況

献血者人
10％

目標数

献血者数

5％

，　　，　　，

2口 216

212

「89一一一

〔〕

Q［］

12 「

147

132
14 1

156

　（人）

200人

100人

平
成
1
1
年

平
成
－
o
年

平
成
9
年

平
成
8
年

平
成
7
年

璽802σ

　この人
自
分
の
歯
が
2
0
本
あ
れ
ば
、
自
由
に
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
厚
生
省
で
は
、
8
0
歳
に
な
っ
て
も
少
な
く

と
も
2
0
本
は
自
分
の
歯
を
残
す
よ
う
に
し
ょ
う
と
い
う
「
8
0

2
0
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

東
郷
町
に
は
、
8
0
歳
以
上
で
2
0
本
以
上
の
歯
を
持
ち
、
ム
フ
年
度
表

彰
を
受
け
た
方
が
5
名
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
鶴
野
内
の
鈴

原
ツ
チ
エ
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
で
す
。

　
鶴
野
六
区

千
原
　
ツ
チ
エ
さ
ん
（
8
7
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
残
存
歯
2
7
本

　
「
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
歯
の
痛
み
と
い

・
う
も
の
は
知
ら
ん
と
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る

ツ
チ
エ
さ
ん
は
、
今
な
お
自
分
の
歯
を
2
7

本
持
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
1
0
月
で
米
寿

を
迎
え
ら
れ
る
年
と
は
思
え
な
い
位
、

若
々
し
く
て
お
元
気
で
す
。

　
毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
の
ゲ
ー
ト

Ω
ボ
ー
ル
が
何
よ
り
楽
し
み
で
あ
り
、
雨
が

降
ろ
う
が
手
押
し
車
を
押
し
、
朝
8
時

30

ｪ
頃
に
は
出
勤
（
P
）
さ
れ
る
と
か
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
腕
前
も
な
か
な
か
の

も
の
で
、
「
か
ん
」
の
良
さ
は
仲
間
に
も

定
評
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
丈
夫
な
歯
は
お
父
さ
ん
ゆ
ず
り
と
の

・
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
も

歯
が
丈
夫
と
知
り
、
う
ら
や
ま
し
く
思

皿い

ﾜ
し
㌃

口

　
若
い
頃
に
お
菓
子
屋
に
奉
公
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
甘
い
物
も
好
き

な
ツ
チ
エ
さ
ん
の
健
康
法
は
、

①
朝
と
寝
る
前
の
歯
磨
き

②
歯
の
手
入
れ
、
歯
の
治
療
も
お
っ
く

う
が
ら
ず
、
ま
め
に
通
う
こ
と

③
魚
が
大
好
き

④
牛
乳
を
1
日
に
1
合
以
上
飲
む

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
持
ち
前
の
明

る
さ
と
笑
顔
も
歯
の
健
康
の
秘
訣
に
。

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
3
8
歳
の
若
さ
で
ご
主
人
を
亡
く
し
、

と
て
も
苦
労
さ
れ
た
ツ
チ
エ
さ
ん
、
2
度

の
大
き
な
手
術
も
家
族
に
支
え
ら
れ
て

見
事
に
乗
り
越
え
ら
れ
、
今
は
幸
せ
い
っ
。

ぱ
い
の
毎
日
だ
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
「
若
い
時
の
苦
労
は
こ
う
て

で
ん
し
ょ
！
。
」
「
歯
を
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
に
は
歯
み
が
き
や
歯
の
手
入
れ
が
．

大
切
。
」
経
験
者
な
ら
で
は
の
あ
り
が
た
　

い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
㌃
・
れ
か
・
｝

も
お
元
気
で
明
る
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
　

だ
さ
い
ね
。
私
達
も
親
か
ら
も
ら
っ
た
大
㎜

切
な
歯
を
長
持
ち
・
せ
る
よ
嘉
ん
皇

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
［

　　

@　

@　

i
膨
満
三
輪
）
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
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住民基本健康診査受診
　　　　o～お知らせ

　平成12年度の住民基本健康診査未受診

者を対象に、次のとおり個別健康診査（病

院での直接健康診査）を実施しています。

　受診を希望される方は、3月9日（金）

までに、保健福祉課保健係（やすらぎ館内）

までご連高下さい。

　●期　間　2月下旬～3月23日直

　●受診料　無料

　●医療機関及び検診日

　　①東郷病院

　　②三股病院

　　③青柳内科・循環器科

3月の行事予定表

　　　　　　　　⑨鞘どうこ豊’り

地区巡回健康相談
日 曜日 会　　　　場 受付時間

中野原第1公民館 9：00～9：30
5 月

中野原営農研修センター 11：00～11：30

田　野　公　民　館 9：00～9：30
6 火

稲葉口恥会所 11：00～11：30

7 水 広瀬生活改善センター 9：00～10：00

12 月 下渡川公民館 10：00～10：30

越表中水二二会所 13：30～14：30

越表生活改善センター 9：30～10：30
15 木

児　洗　公　民　館 13：30～14：30

16 金 日田尾集会所 9：00～9：30

長　崎　集　会　所 11：00～11：30

赤ちゃん健康相談・1歳6ヶ月児・2歳児検診

9 金 やす　ら　ぎ館

赤ちゃん相談
X：30～10：00

P歳6ヶ月児

P3：30～13：40

Q歳児

P3：00～13：10

予　　　防　　　接　　　種

病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン 6

B　　C　　G 8
町立病院

i受付時間）

P3：15～13：45

三種混合 1、14．23

麻　　　　疹 22

風　　　　疹 27

ツベルクリン
13

三　股　病　院
i受付時間）

P4：00～16：00

B　　C　　G 15

そ　の　他 毎週火曜日

中幽壷・魯一や

1ワ‡

尋レ条
1磐
条馬　尋
liζ婁

1栄l

l譲
牽・癒噌喰傘

口
内
炎
は
ビ
タ
ミ
ン
B
9
」
や

B
6
の
不
足
に
注
意
／

　
口
内
炎
は
口
の
中
が
清
潔
に
保
た

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ビ
タ
ミ
ン
B

2
や
B
6
が
不
足
し
た
り
す
る
と
起

こ
り
が
ち
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
B
2
は
目
や
皮
膚
、
口

内
の
粘
膜
の
発
育
を
助
け
、
正
常
に

働
く
の
を
助
け
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
B
6
に
は
体
の

免
疫
反
応
を
正
常
に
す
る
効
果
が
あ

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
免
疫
の
異

常
反
応
に
効
果
的
で
す
。
口
内
炎
も

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
一
種
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
B
2
は
、
日
本
人
に
不

足
し
や
す
い
ビ
タ
ミ
ン
で
、
肉
、
レ

バ
ー
な
ど
の
内
臓
類
、
卵
、
牛
乳
、

麦
、
緑
黄
色
野
菜
、
納
豆
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
B
6
は
青

背
の
魚
、
豆
類
、
レ
バ
ー
に
多
く
含
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
と
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
口
内
炎
が
で
き
て
し
ま
っ

た
ら
、
塩
味
や
辛
味
の
強
い
も
の
、
硬

い
も
の
は
避
け
、
軟
ら
か
く
、
薄
味
の

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
治
っ
て
も
す
ぐ
に
で
き
る
人
は
、

普
段
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　　

@　

@　
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最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬

東
郷
病
院
院
長
谷
川
誠

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
少
な

く
、
大
流
行
は
な
さ
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
過
去
に
は
春
先
に
な
っ
て
流
行

し
た
年
も
あ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
3
9
度
以

上
の
熱
や
、
強
い
関
節
痛
・
倦
怠
感

が
あ
る
時
な
ど
は
早
め
に
受
診
さ
れ

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
今
年
に
な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

新
し
い
薬
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
薬
は
内
服
や
吸
入
で
よ
い
の

で
大
き
な
話
題
に
な
り
、
テ
レ
ビ
等

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

新
し
い
薬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ウ
ィ
ル
ス
が
鼻
や
気
管
の
粘
膜
に
感

染
し
て
す
ぐ
（
遅
く
と
も
4
8
時
間
以

内
）
に
使
用
し
な
い
と
効
果
が
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
ィ
ル
ス
が

体
の
中
に
入
る
時
は
、
ま
ず
鼻
や
気

管
の
粘
膜
に
入
り
込
み
そ
こ
で
ど
ん

ど
ん
増
え
て
体
の
中
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
を
や
っ
つ

け
る
の
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い
う

た
ん
ぱ
く
質
で
、
気
管
や
鼻
の
粘
膜

で
働
く
も
の
と
体
の
中
で
働
く
も
の

の
2
種
類
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
で
で
き
る
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
は
、
体
の
中
で
働
く
方
の
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
だ
け
で
、
鼻
な
ど
で
働

く
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
は
予
防
接
種
だ

け
で
は
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
予
防
接
種
で
は
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
の
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
し
い
薬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ウ
ィ
ル
ス
が
鼻
や
気
管
で
増
え
る
の

を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
っ
て
す
ぐ
使
用
す
れ
ば

発
熱
の
期
間
等
が
短
く
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
で
は
使
用
す
る
の
も
な
か

な
か
難
し
く
、
ま
た
、
よ
り
完
全
な
予

防
の
為
に
も
予
防
接
種
の
重
要
さ
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
鼻
の
粘
膜
に
ス
プ
レ
ー
し
て

使
用
す
る
里
並
ワ
ク
チ
ン
等
も
研
究

中
で
近
い
将
来
は
実
用
化
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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．勿尽　 〃7〃》縄掛必　　フランキー　　i
　：皆さんこんにちは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

　≡　私は、「日本にきて驚いたことはどんなことですか？」という質問をよく受けます。私は、日本に来ることが≡

　≡6度目ということもあるし・東郷町に1年6ケ月住んでいるということもあり、日本の社会に慣れてきて、あま≡

　≡り驚くことはないと思っていました。しかし、その考えは間違いかもしれません。なぜかと言うと、最近驚く経≡

　≡験がありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

　≡　私はある大学の先生が、22歳から26歳までの大学生13人に「あなたは大人ですか？　それとも子供ですか？」≡

　1という質問をしたという新聞記事を読みました。旧人の中で、「大人です」と答えた人が1人、「子供です」と答≡

　≡えた人が11人、「わからない」と答えた人が1人とのことでした。その答えが私にはとてもショックでした。な≡

　≡ぜかといえば、イギリスの22歳から26歳までの大学生に同じ質問をしたら、「子供ですと」答える人はまずいな≡

　≡いと思うからです。日本の大学生が自分はまだ子どもだという考えを持っていることは理解しにくいと思います。≡

　≡　日本の大学は、入学するのが大変で、卒業するのは簡単だと聞きます。イギリスでは、入学するのはそうでも≡

　≡ありませんが、卒業するのは大変で、学生がきちんと勉強しないと卒業できないということがあります。　　≡

　≡日本の大学時代というのは、高校時代の大変な受験勉強の後の、社会人になるまでの、遊んだり、リラックスし≡

　≡たりする責任を持たない時だと思います。一方イギリスの大学時代というのは、社会人になるための訓練のよう≡

　≡なものと思われています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

　≡　日本では、大学生は自由で楽しい時代になるので「まだ子どもです」という答えになるのではないでしょうか。≡
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表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

見
を
う
せ
ば
霧
島
山
の
山
す
そ
の

野
べ
の
ひ
ろ
き
に
な
び
く
朝
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
松
）

　
こ
の
歌
碑
は
、
牧
水
生
誕
百
年
を

記
念
し
て
小
林
市
の
歌
人
協
会
が
中

心
と
な
っ
て
建
設
計
画
を
進
め
、
昭

和
六
十
年
十
月
二
十
六
日
小
林
市
役

所
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
牧
水
は
、
大
正
十
四
年
九
月
末
、
沼

津
に
家
を
新
築
し
ま
し
た
。
当
初
の

計
画
以
上
に
な
っ
た
建
築
費
の
増
や

新
し
い
総
合
雑
誌
発
行
に
要
す
る
資

金
が
必
要
な
こ
と
か
ら
十
月
下
旬
、

妻
と
九
州
地
方
に
揮
毫
行
脚
に
出
か

都
　
甲
　
欣
　
一

け
ま
し
た
。
八
幡
、
福
岡
、
長
崎
、
大

牟
田
の
そ
れ
ぞ
れ
に
滞
在
し
た
後
、

熊
本
市
に
一
泊
し
て
十
「
月
下
旬
に

阿
蘇
山
に
登
り
ま
し
た
。
（
黒
木
伝
松

氏
も
同
行
）
こ
の
後
、
霧
島
温
泉
（
鹿

児
島
県
）
に
足
を
運
ん
で
栄
之
尾
温

泉
に
宿
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

歌
は
そ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、

詞
書
に
「
霧
島
栄
之
尾
温
泉
に
て
、
同

所
は
海
抜
九
百
米
の
山
腹
に
在
り
、

鯉
山
、
三
日
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
歌
と
、
も
う
一
首
「
明
け
方
の

月
は
冴
え
つ
つ
霧
島
の
山
の
谷
間
に

霧
た
ち
わ
た
る
」
の
歌
も
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
温
泉
に
三
泊
後
、
鹿
児
島
市

へ
行
っ
て
揮
毫
会
と
講
演
会
を
開

き
、
1
2
月
中
旬
に
沼
津
に
帰
り
ま
し

た
。
五
十
一
日
間
の
長
旅
で
し
た
が
、

揮
毫
行
脚
は
成
功
で
あ
っ
た
。
（
県
内

歌
碑
め
ぐ
り
）

聖聖

ﾛ険税”かならず納付を

　　～保険税を滞納すると
　　　　みんなが、あなたが困ります～

　国保に加入する人が保険税をきちんと納めないと、支

えあいのしくみが成り立たなくなり、国保の運営ができ

なくなります。また、病気やケガの治療でかかった医療

費を全額支払うことになり、あなたにとっても大きな負

担となります。保険税の納付にご協力をお願いします。

◆理由もなく保険税を滞納すると

災害など、政令で定められた特別な事情以外で滞納を続

けると、次のような国保の滞納措置がとられます。

●督促をうけると、延滞金が加算される場合があります。

●保険証を返していただき、被保険者資格証明書を交付

します。（平成12年度から完全義務化）

このとき、医療機関の窓口でいったん保険診療分の費用

全額（10割）を支払い、後日申請により7割（または8

割）が払い戻されます。また、保険税が完納されると認

められたときなどは、保険証は再交付されます。

●保険給付の全部または一部が差し止められます。

●保険給付の一部または全部を滞納保険税にあてさせて

いただきます。

　上記の滞納措置を行っても、なお滞納が続いている世

帯は、国保の給付（療養費、高額療養費、出産育児一時

金、葬祭費など）をうける場合、その費用の一部または

全部を滞納保険税にあてさせていただきます。

※40歳以上65歳未満の人が国保の保険税を滞納すると

　国保制度上の滞納措置に加え、介護保険を利用するこ

とになったときの給付の割合が下げられるなど、介護保

険制度上の滞納措置もとられます。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

穆魑◎＿
　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　須　　∀

　　　　　　　　謙、三畠

　　　　　　☆★☆坪谷保育園☆★☆

　　。㌃　ミ　　　　　　　蘇・．魯　　　　（

　　∵♂、爵　i

託鵜∵、
驚認r、i
盤㌔爺・魂鞠麟i
　　　　　　▲鬼　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　坪谷仲崎の　　；
　　　　　　　那須講・・歳・i

　　　　　　　　　律夫さん　　　　　　　父：
、ζ勢　　母：百合子さん

　　　　○好きな食べ物は何で
静　　　　　すか？
　　　　　いちご、野菜
　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　・撫騨i

　　　　　大工さん

’乙》．

蟻1

　　　　　ら・鞭8こ”り⑩

圃園θ吻魯

坪谷　上野原の

　な　み
高橋奈美ちゃん（6歳）

父：明さん

母：里美さん

○好きな食べ物は何で

すか？

カレーライス、りんこ

○好きな遊びは何ですか？

砂場あそび、ままごと

．○大きくなったら何になり

たいですか？

看護婦さん

＜ンぐ》
．『ρ・

℃亀

夢

繋饗i鶏

海霧…

轟’∵訟螺幽腰脚蟹ジ凝一

徳畿
幽潮『魂馬
　　▲絵本「島ひきおに」を見て

㎡　　　伽

帰順．葺

▲絵本「島ひきおに」を見て

坪谷　本村の

　たいち
鈴木泰地くん（5歳）

父：圭生

母：明子

○好きな食べ物は何で

すか？

いちこ0、カレーライス

○好きな遊びは何ですか？

ブランコ、すべりだい

○大きくなったら何に

なりたいですか？

消防隊員

悪
質
商
法
に
気
を
つ
け

よ
う
1

　
巧
み
な
言
葉
や
不
意
の
電
話
に
よ

る
勧
誘
な
ど
で
粗
悪
品
や
不
必
要
な

も
の
ま
で
無
理
に
購
入
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
P

　
悪
質
商
法
は
、
訪
問
販
売
や
通
信

販
売
な
ど
で
言
葉
巧
み
に
、
そ
し
て

無
理
や
り
に
商
品
の
購
入
を
押
し
付

け
て
き
ま
す
。

　
催
眠
商
法
（
S
F
商
法
）
と
言
っ

て
、
日
用
雑
貨
や
食
料
品
な
ど
の
無

料
配
布
又
は
格
安
販
売
を
誘
い
文
句

に
公
民
館
等
に
高
齢
者
や
主
婦
を
集

め
、
密
室
状
態
の
中
で
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
攻
勢
で
気
分
を
あ
お
り
、
心
理
的

に
も
断
わ
り
難
い
よ
う
な
気
持
ち
に

追
い
つ
め
な
が
ら
、
最
後
に
羽
毛
布

団
や
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、
電
気
治
療

器
、
健
康
食
品
な
ど
数
十
万
円
も
す

る
高
額
商
品
を
半
ば
強
引
に
売
り
つ

け
る
商
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
商
法

は
高
齢
者
の
方
が
被
害
に
合
う
場
合

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
等
の
被
害

を
防
ぐ
に
は
、
「
は
っ
き
り
と
断
る
」

こ
と
や
「
契
約
書
に
簡
単
に
署
名
捺

印
を
し
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
も
し
、
契
約
を
し
た
場
合
で
も
、
一

定
期
間
内
で
あ
れ
ば
契
約
の
解
除
を

　
　
■
一
一
”

■

一

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
、
役
場
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
な

ど
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

の
免
許
更
新
は
写
真
提

出
が
不
要
に
な
り
ま
す

　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
か
ら
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
免
許
の
更
新
手

続
き
を
す
る
場
合
に
は
、
免
許
用
写

真
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
免
許
用
写
真
が
不
用
に
な
る
の

は
、
宮
崎
、
都
城
、
延
岡
の
各
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
で
す
。
警
察
署
で
運
転

免
許
の
更
新
手
続
き
を
さ
れ
る
方

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
免
許
用
写
真

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
の
申
請
（
新
し
く

免
許
を
申
請
す
る
場
合
）
、
運
転
免
許

証
の
再
交
付
申
請
、
県
外
か
ら
住
所

を
変
更
す
る
届
出
の
場
合
等
に
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
免
許
用
写
真
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
4
月
1
日
か
ら
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
の
運
転
免
許
証
更
新
手
続
き

に
必
要
な
も
の
は
、
運
転
免
許
証
、
運

転
免
許
証
更
新
連
絡
書
（
は
が
き
）
、

手
数
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
更
新
時
7
5
歳
以
上
の
方
は
高

齢
者
講
習
終
了
証
明
書
が
必
要
で
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
町
と
町
商
工
会
で
は
、
商
工
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
一
般
の
方
も
入
場
で

き
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
1
0
日
（
土
）

　
　
　
1
0
時
置
H
時
3
0
分

▽
場
所
さ
く
ら
館

　
　
　
し
げ
の
ぶ
ま
さ
る

▽
講
師
重
信
優
氏

　
レ
ポ
ー
タ
ー
、
三
味
線
天
地
心
絃
流

家
元
、
元
U
M
K
「
さ
ん
さ
ん
サ
タ

デ
ー
」
レ
ポ
ー
タ
ー
（
マ
i
坊
）

▽
演
題
　
旅
と
三
味
線

※
詳
し
く
は
東
郷
町
商
工
会
（
電
話
6
9
1
2

0
7
5
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東
九
州
自
動
車
道
の
整

備
促
進
に
ご
協
力
を

　
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
2
1
世
紀
に
お
け
る
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
現
在
、
県
民
一

丸
と
な
っ
て
早
期
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
最
近
、
東
九
州
自

動
車
道
の
予
定
地
に
お
い
て
、
樹
木

の
新
た
な
植
栽
等
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
高
速
道
路

の
完
成
を
遅
ら
せ
、
公
益
の
面
か
ら

も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
用
地
の
買
収
は
土
地
と
物

件
と
を
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
物

件
の
交
渉
が
長
期
化
し
た
場
合
、
こ

れ
ら
に
土
地
を
貸
さ
れ
て
い
る
地
権

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
共
事
業

に
お
け
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　

こ
の
た
め
、
事
業
予
定
地
内
の
地

権
者
及
び
関
係
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
樹
木
の
植
栽
や
建
築
物
の
建
築

等
の
た
め
に
土
地
を
貸
し
た
り
、
ま

た
は
自
ら
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ご
協
力
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
宮
崎
県
土
木
部
高
速
道
対
策
局

●
東
郷
町
東
九
州
自
動
車
道
建
設
対

　
策
室山

ざ
く
ら
花
学
園

第
．
5
期
生
募
集

　
平
成
1
3
・
1
4
年
度
山
ざ
く
ら
花
学

園
第
5
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
概
ね
6
0
歳
以
上
の
男
女

▽
定
員
　
2
5
名

▽
学
習
内
容
　
文
学
・
園
芸
・
芸
術
・

福
祉
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
・
生
活
・
特

別
活
動
等
を
学
習
す
る
。

▽
申
込
方
法
　
役
場
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
（
電
話
6
9
1
3
9
0
9
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
3
月
3
0
日
（
金
）

町
奨
学
生
募
集

　
平
成
1
3
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▽
申
込
資
格
　
町
内
に
本
籍
を
有
す

る
方
又
は
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以

上
在
住
し
、
現
に
居
住
さ
れ
て
い
る

方
で
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
及

び
大
学
に
在
学
し
て
い
る
方
。
ま
た

こ
れ
か
ら
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方
。

▽
貸
与
申
込
　
申
込
用
紙
が
教
育
委

員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

新
し
く
申
し
込
ま
れ
る
方
も
、
継
続

し
て
利
用
さ
れ
る
方
も
必
ず
在
学
証

明
書
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。▽

貸
与
額
　
高
校
生
　
月
額
2
万
円

　
　
　
　
　
大
学
生
　
月
額
3
万
円

▽
申
込
締
切
　
平
成
1
3
年
4
月
2
0
日

（
金
）

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務
係

（
電
話
6
9
1
3
9
0
9
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
崎
県
育
英
資
金

奨
学
生
募
集

▽
申
込
資
格

①
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

　
校
、
高
等
学
校
等
に
在
学
し
て
お

　
り
、
主
と
し
て
生
計
を
維
持
す
る

　
人
が
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

　
人

▽
申
込
方
法

　
募
集
要
項
及
び
申
請
書
類
を
4
月

　
現
在
に
在
学
し
て
い
る
学
校
の
窓

　
口
で
配
布
し
ま
す
。
学
校
の
指
定

　
す
る
期
日
（
お
お
む
ね
5
月
初
旬
）

　
ま
で
に
窓
口
に
お
申
し
込
み
下
さ

　
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
県
学
校
教
育

課
（
電
話
0
9
8
5
1
2
6
－
7
2
3

7
）

春
季
全
国
火
災

予
　
防
　
運
　
動

▽
実
施
期
間
　
平
成
1
3
年
3
月
1
日

（
木
）
か
ら
3
月
7
日
（
水
）
ま
で
の

7
日
間

▽
統
一
標
語
”
『
火
を
つ
け
た
　
あ

な
た
の
責
任
　
最
後
ま
で
』

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

り
ま
し
た
。
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
火
の
取
扱
に
は
十

分
野
を
つ
け
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
焼
き
等
を
行
う

際
に
は
必
ず
火
入
れ
許
可
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
十
期

　
　
　
　
　
　
　
　
善
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
2
月
5
日
ま

で
に
受
付
し
た
分
）

◎
鶴
野
内
の
若
藤
吉
信
さ
ん
か
ら

（
虎
一
さ
ん
9
1
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
シ
ズ
エ
さ
ん
か
ら

（
今
朝
市
さ
ん
8
4
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
東
郷
病
院
の
谷
川
先
生
よ
り
高
齢

者
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
一
．
．
一
　
●

　
　
（
1
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

物損事故 6（6）

人身事故 1（1）

黒
木
今
朝
市

佐
藤
ア
サ

若
藤
虎
一

氏
名

若
杉
優
等
白
き

松
尾
洋
馨
置
き

関
野
新
し
太
た
郎
雪

赤
皐
あ
氏
名

死　　者 0（0）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
手

交
通
事
故
発
生
状
況
丁
重
忠

重傷者 0（0） 84

ﾎ

86

ﾎ

91

ﾎ
年
齢

健
司

呈 徹
羅
茗

軽傷者 1（1）

（）内は年間累計

迫
野
内

迫
野
内

鶴
野
内

住
所

仲
深

迫
野
内

福
瀬

住
所

★町鳶に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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